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第 3 章においては，第 2 章で確立された解析の手法を適用し，熱サイク jレ処理して再現された溶接
熱影響部の破壊応力曲線を， 3 種の構造用高張力鋼に対し系統的に求めている。
第 4 章ないし第 6 章は，小型試験片を用いたいわゆる工業的試験によづて，溶接部の脆性破壊発生
に関する切欠脆化の挙動を評価する方法を検討したものである。すなわち著者は第 4 章において，再
現熱サイクノレ処理した高張力鋼の二重衝撃試験を行ない，標準V シャルピ試験の全吸収エネノレギ、を，
破壊発生に費やされる部分 (Wt) とその伝播に費やされる部分 (Wp) とに分離し， Wt~温度曲線の
特性を明らかにした。また第 5 章ではピード溶接部に対し同じく二重衝撃試験を行ない，脆化した熱
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影響部が切欠先端に局部的に存在する場合の Wt--温度曲線をとり出して， 第 4 章の結果と比較して
いる。さらに第 6 章においては， ピード溶接したキンゼノレ試験片の破壊挙動を，詳細に再検討してい
る。








る標準V シヤノレピ試験の 15 ft-lbs 遷移温度には，熱影響部のみならず母材の切欠脆性もかなり影響
するので注意を要すること，などを知ることができたと述べている。
第 8 章は，以上の結果の概要をとりまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文において著者は，破壊応力曲線を十分な精度で求めるための新しい解析方法を確立した。ま
たその成果にもとづいて，構造用鋼の切欠脆性と低温脆性とを，破壊発生に関する応力条件の立場か
ら合理的に説明した。さらに各種高張力鋼について， 再現熱影響部の破壊応力曲線を求めるととも
に，溶接試験片の脆性破壊発生挙動を基礎的に検討した。これらの研究結果は，船舶のみならず一般
鋼構造における脆性破壊発生の機構に関する貴重な知見であって，工学上ならびに工業上貢献すると
ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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